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はじめに 

 平成２７年８月に設立いたしました「帖佐校区コミュニティ協議会」は、これまで自治会など校区内 

各団体の特色を活かしながら ４つの専門部毎の実施計画に基づき 校区コミュニティとして活力あ

る地域づくりを目指し活動を続けてまいりました。 

今回、帖佐校区コミュニティ協議会が発足２年目を迎えるにあたり、まちづくりプラン策定委員会を

新たに組織し、アンケート調査や皆様から寄せられたご意見などをもとに 校区が目指す将来像につ

いて検討をすすめてまいりました。 

まとめられた「帖佐校区まちづくりプラン」では 

「ふれあいの心豊かなひとづくり」 「思いやりの和と輪の絆でまちづくり」 をスローガンに掲げ校区の

皆様が一体となって活力あるまちづくりを推進していくための指針となるまちづくりプランを策定いたし

ました。 

  このプランで掲げた目標を達成するには 地域と行政の役割分担（自助、共助、公助）と校区の 

皆様の理解と協力が不可欠になりますので、自治会など各団体とも連携を図りながら 帖佐校区の 

元気あふれるまちづくりに取り組んでまいります。皆様のご支援をよろしくお願いいたします。 

  

帖佐校区コミュニティ協議会 

会長  大重 洋二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みさと台から望む校区
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Ⅰ 帖佐校区の概要 

（１） 帖佐校区の位置 

  ○校区の歩み・概要 

     姶良市のほぼ中心部に位置し、別府川（県２級河川）をはさんで１６の   

自治会で構成されている。 

   校区の変遷を見てみると 

      ・明治５年  米山小学校（現．帖佐小学校）創立時は小学校付近の 

帖佐麓方限が当初の校区 

      ・明治４４年 建昌小学校の創設と同時に森部落の菅小学校（現在は廃校）

に通学していた「高樋」「上場」地区の児童が帖佐小学校に

編入され、両地区が帖佐校区に加わる。 

    ・昭和４９年４月「青葉台団地」が帖佐校区に編入 

    ・昭和５５年４月「朝日ヶ丘団地」が帖佐校区に編入 

    ・平成元年４月「上場団地県営住宅」が帖佐校区に編入 

    ・平成２年４月「みさと台団地」が帖佐校区に編入 

   を経て現在に至る。 
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帖佐校区の位置図（自治会概略図）
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（２） 帖佐校区の特色ある風景・史跡・伝統芸能等 

《島津義弘居館跡石垣》 

文禄４年（１５９５年）朝鮮の役から引き揚げた島津義

弘は栗野から帖佐に移り、慶長１１年平松に移るまで

の１０年間をこの帖佐居館地ですごした。南九州の政

治の中心地の一つ。 

百間四方で北から東南にかけて高さ２間程の野面積

みの石垣が残っており、前面石垣中には義弘の羽織

掛石も見られる。 

（市指定史跡） 姶良市鍋倉 帖佐稲荷神社 

 

 

 

《古帖佐焼宇都窯跡》 

島津義弘は、文禄４年朝鮮の役から引き揚げる時に 

８０数名の陶工を連れ帰った。串木野の島平、市来の

神之川 鹿児島に上陸した陶工のうち最も勝れた陶工

の金海、芳仲等を帖佐宇都の御屋地に召しよせた 

義弘はその麓に窯を築き高麗伝法の陶器を焼かせた。 

ここでの焼物が基礎になってのちに白薩摩とよばれる 

鹿児島県を代表するすぐれた薩摩焼が生まれた。   

（県指定 史跡） 姶良市鍋倉１３７５・１３７６ 

 

 

 

《膝跪騂の墓》 

鍋倉宇都亀仙院に島津義弘の愛馬「膝跪騂」の墓が

ある。 

元亀３年木崎原合戦の折、島津義弘は敵将伊藤新

次郎と渡り合った。この戦いで義弘公は危なかったが

突如馬が前膝を曲げたので義弘公の槍が敵将を刺し

た。これ以降この馬を膝跪騂と呼ぶようになったという。 

義弘は５２回の合戦に出陣、そのうち２０余回もこの馬

に乗っている。 

（市指定  史跡）  姶良市鍋倉 亀仙院 
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《帖佐八幡神社浜下り》 

７００年前の鎌倉時代後期に起源をもち、帖佐をおさ

めた平山氏一族の苦労を偲ぶ伝統行事。島津義弘

居館跡の帖佐稲荷神社から松原地区にある御門神

社まで片道５ｋｍの武者行列が行われる。 

目的地の御門神社は、京都の石清水八幡宮から分霊

された祭神が帖佐八幡神社に迎え入れられる際、 

最初に着船した地として伝えられている。 

実施日 毎年１１月の第２日曜日 

（市指定 無形民族文化財）     

姶良市鍋倉 新生八幡神社 

 

 

 

《帖佐十九日馬踊り》 

島津義弘の愛馬の墓が神社近くにあることに由来する

とされ鹿児島神宮初午祭翌日の旧暦１月１９日に踊ら

れていた。戦後一時期途絶え、地元住民らが２０００

年に復活した。 

 実施日 毎年鹿児島神宮初午祭の次の日曜日 

（市指定 無形民俗文化財）  
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帖佐校区内の指定文化財など一覧表 

Ｎｏ 区 分 名 称 所在地など 

  １ 県指定 史跡 古帖佐焼宇都窯跡 姶良市鍋倉１３７５ 

  ２ 市指定 有形文化財 三十六歌仙額  〃 新生八幡神社 

  ３  〃   史跡 島津豊後守季久の墓  〃 総禅寺墓地 

  ４  〃    〃 島津豊後守朝久の墓  〃   〃 

  ５  〃    〃 御屋地様の墓  〃   〃 

  ６  〃    〃 本田勝吉の墓  〃 天福寺墓地 

  ７  〃    〃 膝跪騂の墓  〃 亀仙院墓地 

  ８  〃    〃 天福寺磨崖仏  〃 天福寺墓地 

  ９  〃    〃 島津義弘居館跡石垣  〃 帖佐稲荷神社 

 １０  〃無形民俗文化財 帖佐八幡神社浜下り  〃 新生八幡神社 

 １１  〃   〃 帖佐十九日馬踊り  〃 帖佐稲荷神社 

 １２  〃  天然記念物 帖佐八幡神社の大銀杏  〃 新生八幡神社 

 １３ 名 所 ・ 史 蹟 米山薬師  〃 

 １４      〃 花園寺跡  〃 

 １５      〃 島津義弘の御茶水  〃 

 １６      〃   平安城跡  〃 

 １７      〃 高尾城跡  〃 

 １８      〃   岩淵水神  〃 

 １９      〃 はがね山製鉄所跡  〃 

 ２０      〃 元立院焼窯跡  〃 西餅田 壼屋 

 ２１ 民俗工芸品 帖佐人形  〃 
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帖 佐 麓 推 定 復 元 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帖佐麓推定復元図（「歴史の道大口筋白銀坂保存整備報告書」より転載） 
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総  会 

事務局 役 員 会 監事２人 
・事務局長 
・コミュニティ 
 支援員 

・会長１人 ・副会長１人 
・会計１人  
・事務局長１人 
・専門部長４人 
 

総務部 地域福祉部 健康増進部 
（構成） 
○自治会長連絡 
 協議会 
○ふれあい祭り 
 実行委員会 
○米山会 
○消防団（帖佐 
 分団米山部代

表） 

（構成） 
○各自治会長 
○各女性部 
○老人会会長 
○青少年育成協議

会長 
○ボランティア 
○民生・児童委員 
○若葉学園 

（構成） 
○各自治会長 
○各自治会の体育 
 理事 
○スポーツ推進委

員 
○帖佐小・中学校 
（校長・教頭 
 ＰＴＡ会長） 
○青少年育成協議

会長 

青少年育成部 

 （構成） 
○各自治会長 
○ 若 葉 学 園 園 長 

○帖佐小・中学校 
（校長・教頭・ 
生徒指導・ＰＴＡ 
会長・生活指導） 
○交通安全協会 
会長 
○青少年ボランテ

ィア 
○姶良交番所長 
○保護司等 
○民生・児童委員 
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Ⅱ 帖佐校区の現状と課題 

 （１）  帖佐校区の現状 

○  自治会別人口・世帯の状況 

自治会名 世帯数 
人       口 高齢化率 

  ％ 男 女 計 

豊留 ７６ ７１ ７２ １４３ ４７．６ 

深水 ２４ ２４ ２７ ５１ ４９．０ 

三拾町 １１０ １１５ １２４ ２３９ ３５．１ 

上麓 １３０ １２９ １４５ ２７４ ３５．４ 

水流寺 ６４ ６３ ８９ １５２ ３０．９ 

岩崎 ５１ ３７ ５６ ９３ ５５．９ 

仮屋 ３１ ３０ ３７ ６７ ４４．８ 

宇都 １３３ １２５ １５２ ２７７ ３９．４ 

納屋町 ５１ ５７ ６７ １２４ ３６．３ 

鍋倉 ９７ ９１ ９７ １８８ ３７．８ 

左岸地区計 ７６７ ７４２ ８６６ １，６０８ ３９．０５ 

高樋 ９１７ ９９４ １，１１５ ２，１０９ １３．６ 

上場 ２１４ ２４３ ２６４ ５０７ ２２．３ 

青葉台 ４０６ ４５９ ４６１ ９２０ ３２．５ 

朝日ヶ丘 ９４ ８８ １０６ １９４ ４６．４ 

上場団地県営 ４０ ５１ ６９ １２０ １０．８ 

みさと台 ２９２ ３４６ ３６６ ７１２ ２６．５ 

右岸地区計 １，９６３ ２，１８１ ２，３８１ ４，５６２ ２１．７ 

校区合計 ２，７３０ ２，９２３ ３，２４７ ６，１７０ ２６．２ 

                                 住民基本台帳 平成２８年５月１日現在 
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○  校区内の主要施設 

名   称 所  在  地 

帖佐小学校 姶良市 鍋倉 ６６３ 

帖佐中学校 〃  西餅田 １５８６ 

帖佐幼稚園 〃  鍋倉 ６３４－１ 

帖佐保育所       〃  鍋倉 ７４０ 

  

帖佐地区公民館 〃  鍋倉 ６４６－３ 

若葉学園 〃  鍋倉 １９０－２ 

姶良郵便局       〃  鍋倉 １４８３－３ 

姶良西部森林組合 〃  三拾町 １３７１ 

鹿児島有機農業 

技術支援センター 
〃  三拾町 １３９７－１４ 

   あいら斎場 悠久の杜       〃  鍋倉 ４００ 

 

 

（２）校区の特徴：課題 

 校区を構成する自治会数は１６自治会で、人口が最も多いのは高樋自治会、 

最も少ないのは深水自治会で各自治会の規模に大きな違いがある。 

さらに校区を流れる別府川（県２級河川）により、 

右岸側の 高樋、上場、青葉台、朝日ヶ丘、上場団地県営、みさと台の６自治会 

左岸側の 豊留、深水、三拾町、上麓、水流寺、岩崎、仮屋、宇都、納屋町、鍋倉

の１０自治会に 二分されています。 

これを世帯数、人口で比べてみると右岸側７に対し、左岸側３の割合になっており、

まちの雰囲気も「右岸側」が市の中心商店街大型スーパーなどに隣接し人口増が

続く比較的新しいまち、 
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「左岸側」は史跡が多く歴史を感じさせる古さが残っているまちというイメージがありま

す。 

「右岸側」「左岸側」ともに成り立ちや環境等も大きく異なりコミュニティとして校区内

の調和を図っていくことの難しさがあります。 

校区の主な課題としては 

○子供どうしの交流、大人社会における世代間交流の機会が少なくなり、全体 

として隣近所との交流が希薄になってきている。 

   ○高齢化の進行 

     一人暮らしの高齢者が増え老後の生活支援が不安 

     催しや活動に参加できない高齢者が多くなり行事等の開催が困難になってき

ている。 

   ○生活環境の悪化が進んできている。 

     管理が行き届かない空地、空家が増えてきている 

     交通量の増、大型車両の通行など交通事情の悪化 

   ○地域資源の活用 

     他校区に比べ多くの地域資源（史跡など）を有しながら活用保存対策など 

     不十分、宝の持ち腐れになっている。 

   などがある。 

           （校区コミュニティ協議会アンケート調査結果などから） 
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Ⅲ 帖佐校区が目指す将来像 

  豊かな自然につつまれ別府川を挟んで左岸地区と右岸地区が一体と 

 なって順調に発展してきた校区が一層活力あるまちに発展していくために 

 将来像を次のとおり掲げる。 

  スローガンは 

 

ふれあいの心豊かなひとづくり 

思いやり和と輪の絆でまちづくり 
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（１）分野別の目標 

分 野 別         目            標 

○自然環境 豊かな自然を愛し自然とともに生きる帖佐 

○地域づくり 笑顔あふれる潤いと活力に満ちた帖佐 

○地域・人の和 世代を超えた信頼と連帯感に支えられた帖佐 

○健康・子育て みんなが元気な暮らしやすい帖佐 

○安心・安全 安らぎのある安心で安全な帖佐 

○他機関・団体との 

連携 
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（２）専門部別の取り組みと役割分担 

総務部 

分  野    事  業  名     事  業  内  容 役 割

分担 

実施 

時期 

 

総  務 

コミュニティ協議会の企画・ 

運営 

  

校区 

 

短期 

各専門部、自治会との 

調整・連携 

  

校区 

 

短期 

広報活動 「協議会だより」の発行 校区 短期 

 

 

 

地域資源 

活用 

地域伝承行事支援 八幡神社浜下り・十九日馬踊り 

の支援 

 

校区 

 

短期 

里山めぐりコースの設定 

運用 

稲荷神社を中心に散策コースを 

設定 

桜公園までの安全な通行確保 

 

協働 

 

短期 

校区憩いの場整備 ・別府川堤防に桜並木の散策路 

 整備 

 川遊びができる憩いの場 

 右岸左岸をつなぐ人道吊橋の 

 架橋 

・姶良温泉の復活 

 

 

行政 

 

 

協働 

 

 

長期 

 

 

長期 

史跡見守り隊の設置、運用 史跡の見回り、道路、駐車場、 

ＰＲ、などを担当する観光 

サポート隊の設置、運用 

 メンバー１５名程度 

 

 

校区 

 

 

長期 

 

 

防災・環境 

交通網の整備 県道４２号は年々交通量が増え 

危険 

山田口から加治木隼人に開通 

する道路の新設 

 

行政 

 

長期 

防災 

有害鳥獣対策 

防災研修、訓練の実施 

有害鳥獣対策講習会の実施 

 

校区 

 

短期 

空家、空地対策  協働 中期 
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     青少年育成部 

 

 分 野 

 

    事  業  名 

 

     事  業  内  容 

役割 

分担 

実施 

時期 

 

 

 

青少年 

育成 

あいさつ 

愛の声かけ運動 

 

年４回強調月間 

 

校区 

 

短期 

登下校の見守り活動 校区内の危険箇所等点検 校区 短期 

校外補導の実施  校区 短期 

帖佐っ子を育てる会の開催  校区 短期 

地域伝承行事への参加・ 

協賛 

 

八幡神社浜下り 

 

校区 

 

短期 

帖佐塾の開講 小学校５年～中学生を対象に 

ふるさとの歴史などを学ぶ塾開講 

 

校区 

 

短期 
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     地域福祉部 

 

分 野 

 

     事  業  名   

 

     事  業  内  容    

役割 

分担 

実施 

時期 

 

 

福 祉 

ふれあいいきいきサロン交流会 校区内いきいきサロン研修・交流 校区 短期 

高齢者等見守り活動 ひとり暮らしの高齢者等を地域で 

見守り 

 

協働 

 

短期 

高齢者健康教室の開催 ・高齢者の健康増進 寝たきり予防 

のため運動教室を開催 

・交通事故防止講習会の開催 

 

校区 

 

短期 

手作りマーケットの開催 農産品、手芸品などの作品を 

展示販売 

小学校バザーと同時開催できないか 

 

校区 

 

短期 

校区文化交流会の開催 趣味など日頃の活動発表の場を 

設け交流を図る 

 

校区 

 

短期 

若葉学園との交流 グラウンドゴルフ大会の実施 校区 短期 

福祉委員研修 福祉施設訪問など 校区 短期 

年末街頭募金活動  校区 短期 
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     健康増進部 

  

 分 野 

 

     事  業  名 

 

    事  業  内  容 

役割 

分担 

実 施

時期 

 

健康増進 

スポーツ大会推進 校区全体が参加するスポーツ 

大会の実施 

「ペタンク」ほか４種 

 

校区 

 

短期 

校区ウォーキング大会の実施 校区の史跡めぐりを兼ねた親子 

ふれあいの場として 

 

校区 

 

短期 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  役割分担や実施時期 

     役   割   分   担        実   施   時   期 

校 区 校区内で取り組むこと 短 期 １～３年で取り組む 

協 働 校区と行政が共同で取り組むこと 中 期 ３～５年で取り組む 

行 政 行政が取り組むこと 長 期 １０年以内で取り組む 
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Ⅳ 計画の推進に向けて 

  帖佐校区まちづくりプランは４つの専門部会のこれまでの活動実績と、 

 構成団体からのアンケート、皆さんから寄せられた意見、要望等をもとに 

 策定しました。計画は、実施時期を短期（１～３年）中期（３～５年）長期 

 （１０年内）に設定し、進捗状況を把握しながら、必要に応じて見直しを 

図り行政や関係団体との連携を取り一層充実した計画になるように検討 

を重ねていくことにしております。計画を推進し達成するには、校区住民 

の理解と協力が不可欠です。計画には夢のようなと思われるものも 

盛り込まれております。校区の一層の活性化のために皆様のご支援を 

よろしくお願いいたします。 
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     資 料 編 

１．自治会別５年間の世帯数 

２．まちづくりプラン策定の経過 

３．帖佐校区まちづくりプラン策定委員 

４．アンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ  資  料  編
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１ 帖佐校区自治会毎の過去５年間の世帯数・人口の状況           上段＝世帯数 

                                                  下段＝人口 

区分 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 

豊留 
７９ ７８ ７７ ７７ ７６ 

１６２ １６１ １５２ １４９ １４３ 

深水 
２３ ２３ ２４ ２３ ２４ 

４４ ４６ ４９ ４７ ５１ 

三拾町 
１１４ １１４ １１３ １１２ １１０ 

２４９ ２５１ ２４５ ２４１ ２３９ 

上麓 
１２１ １２３ １２９ １２７ １３０ 

２７２ ２６１ ２６１ ２６４ ２７４ 

水流寺 
６６ ７０ ７２ ６７ ６４ 

１５５ １６７ １６６ １５５ １５２ 

岩崎 
６１ ６１ ５８ ５３ ５１ 

１２１ １１７ １１１ ９９ ９３ 

仮屋 
３１ ３０ ３０ ３０ ３１ 

６３ ６６ ６８ ６８ ６７ 

宇都 
１３７ １３７ １３２ １３０ １３３ 

２９８ ２８３ ２７５ ２５８ ２７７ 

納屋町 
４５ ４５ ４４ ４７ ５１ 

１０８ １０５ １０１ １１３ １２４ 

鍋倉 
９８ ９４ ９７ ９４ ９７ 

１９１ １８８ １９１ １８８ １８８ 

高樋 
７９９ ８１５ ８９３ ９０４ ９１７ 

１，９１５ １，９０４ ２，０１５ ２，０７７ ２，１０９ 

上場 
１９６ １９８ ２０２ ２０４ ２１４ 

４８９ ５０１ ４８３ ４８６ ５０７ 

青葉台 
３９４ ４０６ ４０５ ４０２ ４０６ 

９０２ ９２３ ９３１ ９０７ ９２０ 

朝日ヶ丘 
８４ ８７ ８９ ９１ ９４ 

１９７ １９８ １９５ １９３ １９４ 

上場団地 

県営 

５６ ５３ ５３ ４９ ４０ 

１７９ １７２ １７１ １５４ １２０ 

みさと台 
２８１ ２９０ ２８３ ２８４ ２９２ 

５８８ ７０８ ６８８ ６８５ ７１２ 

校区計 
２，５８５ ２，６２４ ２，７０１ ２，６９４ ２，７３０ 

５，９３４ ６，０５１ ６，１０２ ６，０８４ ６，１７０ 

 

                                                  住民基本台帳 各年５月１日 
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２． 校区まちづくりプラン策定経過 

期 日 項   目     内     容  会  場 

平成２８年 

６月２１日 

校区コミュニティ 

協議会役員会 

校区まちづくりプラン策定の 

取組みについて協議 

協議会 

事務所 

８月２３日 校区コミュニティ協

議会役員会 

校区まちづくりプラン策定の具体的な進め方

について協議 

策定委員会の設置：委員は協議会 

役員とする 

  〃 

１０月１１日 まちづくりプラン 

策定委員会 

校区まちづくりプラン協議 

 策定の目的 今後の予定 

 策定項目 策定の時期 

  〃 

１１月１５日 校区コミュニティ 

協議会だより 

「ふれあい帖佐」発

行 

校区の皆さんへ 

 校区まちづくりプラン策定の概要についてお

知らせ 

協議会 

広報紙 

１２月２０日 まちづくりプラン 

策定委員会 

校区まちづくりプラン協議 

 校区の現状 今後の予定 

 構成団体に対するアンケート調査 

協議会 

事務所 

平成２９年 

１月２５日 

構成団体に対する

アンケート調査依頼 

まちづくりプランの概要を説明 

アンケート調査の実施、協力要請 

アンケート集約結果まとめ  

Ｈ２９．２．２８ 

構成団体 

２月２１日 まちづくりプラン策定

委員会 

まちづくりプラン策定進捗状況説明 協議会 

事務所 

３月２１日 まちづくりプラン策定

委員会 

アンケート調査等の結果協議 

 課題 将来像について 

協議会 

事務所 

４月２７日 校区コミュニティ協

議会総会 

まちづくりプラン策定の状況報告まちづくりプラ

ンのスローガンを提案し承認を受ける 

地区公民館 

６月２０日 まちづくりプラン策定

委員会 

まちづくりプランの素案について協議 地区公民館 

７月２１日 まちづくりプラン 

素案検討 

まちづくりプラン素案について 

市 地域政策課と協議 

 

１０月１７日 まちづくりプラン策定

委員会 

まちづくりプラン検討 

最終確認     

協議会 

事務所 
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３． 帖佐校区まちづくりプラン策定委員会委員 

役  職  氏  名 校区コミュニティ協議会役職 

委員長 大重洋二  会長 

  〃 竹下敬喜   〃 ＜平成２８年度＞ 

副委員長 瀬戸口健  副会長 

委  員 黒江景文  会計 

 〃 脇園節夫  総務部長 

 〃 大山幸雄  青少年育成部長 

 〃 垂水武彦  地域福祉部長 

 〃 若松榮二郎  健康増進部長 

 〃 中尾 洪  事務局長 
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平成２９年１月２５日 

各団体代表者殿 

 

アンケート調査依頼について 

 

 自治会をはじめ、帖佐校区内で活動する多くの団体がひとつの組織にまとま

って共通の課題解決を図り活力ある地域コミュニティの構築を目的に「帖佐校

区コミュニティ協議会」が結成されました。 

 平成２７年８月設立以来ここまでかならずしも目的に沿った活動がなされ

ているとはいえませんが、帖佐校区の皆さんが、今以上に生き生きと過ごすた

めのまちづくりに向けてその指針となる「帖佐校区の振興計画」を検討してい

ます。 

 別添えの帖佐校区の現状等を参考に、夫々の活動団体が直面している課題・

問題点・夢などについてご教示いただき、振興計画策定の参考にさせていただ

きたいと考えております。 

 御多忙中とは存じますがアンケート調査にご協力よろしくお願い申し上げ

ます。 

 希望提出期限   ２月１５日 

帖佐校区コミュニティ協議会 

会  長    竹下 敬喜 

4.　アンケート調査結果
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アンケート調査結果 
 
１ 設立されて１年半が経過しましたが、今後の校区コミュニティ協議会にど   
  のようなことを期待しますか。 
  
 ・コミュニティ→地縁・血縁の共同体の色をこゆく出すと若年層がよりつか 
         なくなる可能性が出てくる。 
 ※アソシエーション→趣味・特技でのコミュニティを表面に出すと活動が 
           活発になるのでは。        （高樋自治会） 
 
 ・この地に住む人々が、自らこの地に住んで良かったと感じるような、また 
  この地の人たちは皆が助け合い支えあって生きていると思うようなそん  
  な地域を作るために、コミュニティはそれらの人たちを支えるまたは共に 
  活動する組織体であってほしい。         （朝日ヶ丘自治会） 
 
 ・参考資料にあるように、右岸地域は商店街に隣接し、地域の発展も進んで 
  いるが、左岸地域は高齢化が進み、空き家もますます増え、生活道路の整

備も遅れています。今後はコミュニティの重要課題として良く協議をして 
  いただき、帖佐校区全体の発展に貢献する校区コミュニティ協議会として 
  活動していただきたい。               （宇都自治会） 
 
 ・設立目的に掲げた地域コミュニティを着実に機能させるには組織の土台が 
  しっかりしていることが基本。拙速ではなく一歩一歩実績を重ねながら校

区の皆さんから頼りにされるような組織に成長して欲しい。（岩崎自治会） 
 
 ・各種行事に対して校区の皆さんが気軽に参加できるような雰囲気づくりが 
  できないか。                     （深水自治会） 
 
 ・①グラウンドゴルフ競技など小規模自治会も参加できる仕組みを考えて 

ほしい。 
  ②以前小学校の運動会で自治会対抗リレーは色別対抗であった。 
   （参考） 白組（豊留・深水・三拾町）  黄組（上麓・岩崎） 
        緑組（水流寺・宇都・仮屋）  紫組（納屋町・鍋倉） 
        赤組（高樋・上場）  等々 
  ③子どもの教育には、家庭教育・学校教育・社会教育が大切とされる。学  
   校５日制、週休２日制の根幹は、家庭教育・地域社会教育の重視・充実   
   にあったと認識している。地域での子供同士の活動、住民とのあいさつ 
   などが十分とは思えない。             （上麓自治会） 
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 ・校区住民をもっと多く参加していただいて行事を行うことを期待する。 
                            （鍋倉自治会） 
 
 ・４つの専門部が成果を上げるための努力、工夫、行動力等々のご苦労に 
  感謝いたします。これらの努力を無駄にしないため、また生かしていく 
  ことが重要と思います。一人一人の意見も重要ですが、それぞれの問題点・ 
  課題を明確にし共有できる仕組みを強化してほしい。右岸、左岸、その中 
  自治会でも異なると思えるのでコミュニティ全体としての認識が持てる 
  ような方法の構築。                （三拾町自治会） 
 
 ・結束力が乏しいように思います。 
  祭り事がない。（浜下り・十九日馬踊りを除く） 
  小・中・幼稚園あげての合同企画等が必要。 
  帖佐グラウンドを活用したイベント行事も考えたい。 
                   （老人クラブ 青葉台悠遊クラブ） 
 
 ・協議会発足１年半、実感として大きな変化を感じません。もう少し短い 

スパーンでの校区の動向などの広報紙発行などどうですか？（回覧でも 
結構です。）                     （青葉台自治会） 

 
 ・姶良市の全校区連係活動。               （豊留自治会） 
 
 ・まずは現状の専門部の活動内容が衰退することなく少しでも充実発展して 
  いくように推進。                   （仮屋自治会） 
 
 ・校区民一人一人に「校区コミュニティ協議会」の意義や役割等について 
  理解を深めてもらうため、また住民の要望等を聞くために全体会を年に 
  一回程度開いてはどうか。              （水流寺自治会） 
 
 ・地域が活性化するようにお互いの考えや意見または悩み（問題点）などを 
  発言しやすい場となってほしい。           （上場自治会） 
 
 ・各部会の動きがお互いにわかるよう。そのことにより、住民の方々への 
  周知、協力を得ながら住み良い地域づくりができる一因になるのではない

かと思います。                  （みさと台自治会） 
 
 ・全体的に各専門部の目標に向けてがんばっていく方向性はみえてきました。 
                            （納屋町自治会） 
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２ 校区コミュニティ協議会とあなたの団体との関わりはどうあるべきだと

考えますか。 
  
 ・自分の自治会の組織が伝統的にしっかりと受け継がれているので校区のは 
  必要ないと思う事象がある。             （高樋自治会） 
 
 ・お互いに交流しあう。 
  共通の課題に共通に係わり合い解決を図っていくような関係であってほ

しい。                     （朝日ヶ丘自治会） 
 
 ・当自治会行事等に近隣の自治会も参加・協力をしていただき、近隣自治会

との協力関係を培っていきたいことから、校区コミュニティ協議会に両者

の橋渡しをしていただきたい。 
  また、校区コミュニティ協議会全体でも各自治会行事を掌握され、校区の

発展に貢献していただきたい。            （宇都自治会） 
 
 ・校区コミュニティ協議会の組織の下で、自治会内で結論が出せる活動と、 
  各団体で解決が困難で校区全体に関係する課題に仕分けして役割分担し

ながら校区の一体感を醸成していく。         （岩崎自治会） 
 
 ・農村部で小集落そして高齢化が進む自治会のため各種行事への参加者が少

ない状況であり、農家を対象とした行事などできないか。 （深水自治会） 
 
 ・①緑の羽根募金活動の助成で桜苗木の植樹活動及び自治会での花見を盛り

上げたい。近隣自治会、校区コミュニティとの共催を考えたい。 
  ②校区コミュニティ主催のグラウンドゴルフ大会・ペタンク大会等への参

加は、自治会の男女、各年代層がバランスよく参加できたらよい。 
                            （上麓自治会） 
 
 ・今のままで良いと思います。             （鍋倉自治会） 
 
 ・本来一体であるべきと思います。そのために人材の発掘が必要と感じます。 
  私自身の能力不足で良く理解できてないのが現実です。 （三拾町自治会） 
 
 ・老人クラブ加入自治会中６自治会の活動のみである。 
  私が考える老人クラブは老齢化が進む中で健康面が気になっています。 
  健康づくり・生きがいつくり等、ロコモティブシンドローム（筋肉の衰え・        
  関節症・骨粗しょう症）の活性化と認知症の防止を考え運営したい。 
  人間関係の構築。一人家族への声かけ。（老人クラブ 青葉台悠遊クラブ） 
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 ・コミュニティ組織が地域住民によくわからない。 
  活動の内容の説明また理解。             （豊留自治会） 
 
 ・協議会の行事等に気軽に参加しやすい企画・活動内容の検討。  
                            （仮屋自治会） 
 
 ・小規模な自治会のため年度初めの総会で新役員決めに苦労している状態で 
  ある。コミュニティ協議会としてどう関わってもらえるだろうか。 
                           （水流寺自治会） 
 
 ・協力し合い全体として発展していく関係であればと思う。 （上場自治会） 
 
 ・自治会住民を主とした協議会になるような活動になればと思います。 
                          （みさと台自治会） 
 
 ・帖佐校区は別府川を中心にして左右に分かれた１６自治会です。北側の 

自治会は１０自治会、南側が６自治会となっていて北側にある納屋町自治   
会は小さい自治会ですが、コミュニティ協議会ができて小自治会でも近く 
の自治会とよりそって大きな行事もできるのではと思っています。別府川 
沿いに七夕祭りを、川沿いに対して長く表示できるのではと思っています。 
                         （納屋町自治会） 

 
３ あなたの団体の日常活動の中で感じている問題点、課題などがあればお聞 
  かせください。 
 
 ・特になし。 
  各種団体で計画された事業について、その該当する団体がリーダーシップ 
  を取りそれに自治会がバックアップしてきている。   （高樋自治会） 
 
 ・自治会全戸が会員であるので活動については協力的で共同の精神は高い。 
  ただ、高齢者の中には参加できない方が多くなっている。 
  サロン（高齢者を支える）実施しているが会員が増えない。 
  高齢化が進み行事等多く開催できない。 
  積極的なリーダーがいない。またリーダーになろうとしない。 
                          （朝日ヶ丘自治会） 
 
 ・地域ではより多くの自治会員に協力をしていただいているが、今後の自治 
  会発展のために自治会役員等で自治会内の協力体制をますます強化して

いく必要があると思われます。             （宇都自治会） 
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 ・自治会を二分している県道４２号：大型車の交通規制 
                  交通事故、排ガス、振動等 
  空き地・空き家の管理 
  高齢化率高い（５５．９％）  行動できる会員が少ない。（岩崎自治会） 
 
 ・高齢化が進み自家用車での外出が制限され、買い物・病院へはタクシー利 
  用となり経済的に困難となるケースが増えるのではないか。（深水自治会） 
 
 ・①子どもを持つ家庭の転入増はここ３～４年来のことである所為か、子ど 
   もや児童生徒が馴染みが薄いように思える。もっと馴染んでほしい。 
   家庭教育・学校教育・地域社会教育が連携しての対策はないものか。 
  ②大人社会においても世代間交流が希薄である。対策は。 （上麓自治会） 
 
 ・新しい火葬場ができて道路が整備され交通量が増えるのではないかと心配 
  しています。                    （鍋倉自治会） 
 
 ・高齢化、高齢者の一人暮らし生活。  
  高齢者の災害時の避難方法、場所。 
  子どもの減少、世代間のコミュニケーション不足。  （三拾町自治会） 
 
 ・２項で問題点を上げましたが、各自治会での会長が積極的・前向きな意見 
  が必要です。 
  各自治会でのいきいきサロンの立ち上げも推薦します。 
                   （老人クラブ 青葉台悠遊クラブ） 
 
 ・今後、急速に進む高齢化の中での各種自治会活動のあり方が心配です。 
                           （青葉台自治会） 
 
 ・高齢者の交通手段考える必要がある。         （豊留自治会） 
 
 ・世帯数減少、高齢化に伴い隣近所が希薄になり交流が少なくなった。 
                            （仮屋自治会） 
 
 ・空き家が年々増え、管理者がどこにいるかわからない家もあり、雑草や木 
  が茂ったりして環境が悪化したりして困っている。 
  貸家等に入居しても届け等もない人がいるが、自治会に入ってもらいたい 
  と呼びかけても応答がない。コミュニティ協議会としてどのように関わっ 
  てもらえるだろうか。               （水流寺自治会） 
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 ・大人も子どもも忙しすぎるように思います。      （上場自治会） 
 
 ・私どもの自治会においてはその活動の中で、参加を望まない方が多いこと 
  です。                      （みさと台自治会） 
 
 ・小自治会ですが空き地に住宅ができて、班ごとの戸数の割り振りを考えて 
  いますが、もう一箇所２階建ての住宅ができまして、その入居状態を確認 
  してから班の構成を考えていきたいと思っています。 （納屋町自治会） 
 
４ 帖佐校区は市内で最も地域資源（史蹟）が多い校区の一つです。さらに 
  魅力あるまちづくりのためにこの地域資源をどのように生かすべきか 
  お考えをお聞かせください。 
 
 ・他地方から見学にこられた人の感想ではＰＲが不足（看板等） 
  つまり宝のもちぐされと聞かされたことがある。    （高樋自治会） 
 
 ・どこにどのような地域資源があるかをマップにして各戸に配布する。 
  看板等の設置をすすめる。 
  子どもたちへ地域の良さの啓発を進める。（学校教育との連携） 
  現在行われている行事（浜下り・馬踊りなど）の地域住民への啓発。 
  コミュニティ協議会として史蹟探訪等の行事を行う。 
  郷土の歴史を語る会開催など。          （朝日ヶ丘自治会） 
 
 ・我々の校区の多くの史蹟をもっと多くの市民や多くの方々に知っていただ 
  くために、今以上に行政に働きかけをし、校区コミュニティ協議会内でも 
  企画立案を積極的に行い行政に協力を求めながら、校区の発展に貢献して 
  いただきたい。                   （宇都自治会） 
 
 ・地元が史跡を愛する気持ちを持つ。 
  朽ち果てるまで手入れせず→消滅＜天福寺磨崖仏など＞ 
  史蹟の維持管理―任意団体 管理公社の設置＜各自治会応援＞ 
  帖佐校区の史蹟紹介本発行―校区内の全戸配布     （岩崎自治会） 
 
 ・①史蹟の多い稲荷神社から桜公園間の道路整備。 
  ②各史蹟への遊歩道の整備。 
  ③別府川堤防沿いの桜並木の整備。 
   以上の項目を順次県市へ陳情していく。       （深水自治会） 
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 ・①指定文化財が豊富である。四季を通じて観光客をよびこみたい。 
   各史蹟の整備と史蹟に通じる道路の整備・拡張をお願いしたい。 
  ②別府川の堤防―左岸・右岸に桜を植樹し、子どもから老若男女が共に 
   誇りに思える美しい郷土作りをしたい。地域創生に一番の効果だと 
   思う。 
   別府川の堤防上部から２メートルあたりに５～６メートル間隔で桜を 
   植樹したい。                  （上麓自治会） 
 
 ・他の地域で資源（史蹟）が生かされている市外の魅力ある所などを視察す 
  るなどして勉強会などをしたらどうでしょうか。   （鍋倉自治会） 
 
 ・現在の史蹟数だけで生かす方法では限界があるのでは。 
  まず一つに絞ってそれに集中して活動、ＰＲを行い、まず一度来ていただ 
  く。次にリピーターになっていただくために何をすべきか？を考える。 
  （例 テーマ「馬」 馬踊りを充実。馬を使っての観光地めぐり企画等々） 
                           （三拾町自治会） 
 
 ・まず史蹟等の見学、説明をぜひお願いしたい。 
  私自身、東京からこの地に越してきて１６年になりますが詳しくは知りま 
  せん。 
  ウォーキングをかねて見学会の実施をやっていただきたい。 
  我々が知らないと会の中でも伝えることができない。 
  「語り部」制度みたいなしくみもありかなと思う。 
                   （老人クラブ 青葉台悠遊クラブ） 
 
 ・校区には多くの史蹟などが点在しますが、もう少し史蹟周辺やアクセス 
  道路など整備を進めることが先決と思います。    （青葉台自治会） 
 
 ・史蹟の環境道路整備 駐車場回り整備 
  姶良市の全校区連係活動               （豊留自治会） 
 
 ・多くの地域資源（史蹟）を観光地（史蹟めぐりコース）とし、各史蹟の 
  整備、道路の整備、駐車場の確保などの推進。 
  （相当な財源を伴うので市の行政機関とタイアップして） （仮屋自治会） 
 
 ・「史蹟めぐり」を校区民に呼びかけ、市の観光案内の人をお願いして、地域 
  資源についての理解を深めていく計画を立ててみてはどうだろうか。 
                           （水流寺自治会） 
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 ・竜馬ウォークに参加した経験があるが、ウォーキングやスタンプラリーを 
  しながら史蹟を巡り、人が訪れると良いと思う。 
  （また、所々にちょっとしたおいしい食べ物「おやつ」などふるまえたら 
   良いと思う。）                   （上場自治会） 
 
 ・史蹟、浜下り、馬踊りなどの校区の資源について、まず、住民の方々への 
  理解を深めていただくことを考えていくべきではないかと思います。 
  例えば、広報紙によるそれぞれの内容周知とか。  （みさと台自治会） 
 
 ・別府川をはさんで左側の１０自治会の中にはいる納屋町自治会です。この 
  地に２０以上の文化財があります。その文化財を基本に左右関係なく共々 
  に文化財を基本にした発展を願っています。     （納屋町自治会） 
 
５ こんな帖佐校区になって欲しいという夢をお聞かせください。 
   景観、交通、地域づくり、人づくりなど 
 
 ・帖佐校区に居住する全戸が、自治会員ｏｒ準会員になって欲しい。 
                            （高樋自治会） 
 
 ・校区内には別府川という大きな川がある。この川の流域に歩道（散歩）や

公園をつくり、川遊びができるようなそんな憩いの場がつくれたらいいな 
  と思う。カヌーカッターで遊べるような場を。   （朝日ヶ丘自治会） 
 
 ・上記でも回答したが左岸地域の多くの鎮守の杜・史蹟をもっと多くの市民

や多くの方々に知っていただきたい。そのためには、行政への景観の改善、 
  改良・道路整備を今以上にしていただきたい。その中核を担うのが校区 
  コミュニティ協議会と思いますので、協議会だけにとどまらず多くの地域 
  住民の意見を聞き、他人事にならず校区の発展にまい進していただくため

に多くのプロジェクトを提案していきたい。      （宇都自治会） 
 
 ・別府川を生かして 
   吊り橋（人道橋）の設置     堤防には桜並木、芝桜 
   設置場所：みさと台の下～上麓方面 
        帖佐橋から上流・船津橋まで右岸左岸行き来できない。 
                            （岩崎自治会） 
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 ・①整備された道路と遊歩道には桜並木と外灯があり、各史蹟には案内板も 
   整備され、人々の目を楽しませる地域にできないだろうか。 
  ②別府川の堤防沿いに桜並木が整備され多くの花見客が集う地域にでき

ないだろうか。                  （深水自治会） 
 
 ・①県道川内加治木線は年々交通量が増加し、また車種も大型化し非常に 
   危険な状況にある。 
   山田口から加治木・隼人に開通する道路の新設工事を急いで欲しい。 
  ②温泉施設がないのは姶良市では帖佐校区だけではないか。旧姶良温泉 
   （旧鍋倉温泉）の温泉源を活用して温泉施設を作って欲しい。 
   住民の憩いの場・交遊の場となり、健康長寿のまちづくりにつながる。 
                            （上麓自治会） 
 
 ・位置的に姶良市が鹿児島県の中心地というならば姶良市の中心地は帖佐 
  校区といっても過言ではない。しかし、当校区は右岸地区と左岸地区では 
  歴史、世帯数、人口、人口構成、持家、借家、昼・夜間人口比、高齢化率 
  等々大きく異なっており、この差はますます拡大すると思える。よって 
  異なる文化に二分されるので、左岸・右岸地区の長所と短所を校区として

融通しあえる地域づくりができたら良いと思う。これが人づくりにも役立

ちコミュニティの発展となるのでは！         （三拾町自治会） 
 
 ・①史蹟・文化財等、小学生をはじめとし見学会の実施をできれば行う。 
  ②催しごとの企画を取り入れたい。 
   幼・小・中がそろっている地域でもあり帖佐グラウンドを活用した企画 
   づくりを考えたい。（合同企画） 
    例 物産展など（畑・田んぼに恵まれている） 
  ③夏は盆踊りなどの祭り事。 
  ④体育大会など。         （老人クラブ 青葉台悠遊クラブ） 
 
 ・同封の資料では世帯数なども表示されていますが、最近は相当の家族が 
  同居別世帯が増加しています。（参考まで） 
  提案 
  ①松原校区などで実施されているフリーマーケットなど帖佐校区でも 
   幸いにして広い帖佐グラウンドなどを利用して農産物、手芸品など 
   校区で頑張っている方々の出番も。 
  ②校区各種スポーツ大会も戸数の少ない自治会は合同でチームを編成 
   して多くの皆さんが参加できるように検討を。  （青葉台自治会） 
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 ・別府川の左岸沿いを緑地帯、公園、広場をつくり住民の憩いの場として 
  開発していけたら。                 （仮屋自治会） 
 
 ・①大型スーパー等ができて交通量も増え、特に朝夕の通勤・通学時は米山 
   交差点付近は大混雑し、右折ができなくて救急車等が走って来た折は 
   大混乱の状態になってしまうことが考えられ、また、事故等の発生する 
   可能性も大きいのではないか。早急に米山交差点の問題を解決して 
   欲しい。 
  ②各自治会の規模が異なり集まる場所のない自治会もあり、運動会等を 
   実施している所や実施できない所もあるので地域の活性化の一つと 
   して「校区運動会」等を実施してみてはどうだろうか。 
  ③災害訓練等を校区コミュニティ協議会で年１～２回程度、避難訓練も 
   かねて実施してみてはどうだろうか。（消防分団の協力も） 
                           （水流寺自治会） 
 
 ・みんなに愛される地域になって欲しい。        （上場自治会） 
 
 ・人と人とが優しく交じり合えるような地域になっていければと思います。 
                           （みさと台自治会） 
 
 ・姶良市となり我々の帖佐校区は大体中心地であります。山あり川ありの 
  自然に恵まれた素晴らしい校区であります。姶良市のトップをいく 
  町づくりを願っています。              （納屋町自治会） 
    
                             
   
   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１２月 

帖佐校区コミュニティ協議会 

〒８９９－５４１１ 姶良市鍋倉６４６－３ 

電話 ０９９５－７３－７５８４ 

                     Ｆａｘ  ０９９５－７３－７５９０ 




